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寺
院
建
築
に
お
け
る
懸
魚
の
起
源

佐
々
木
　
日
嘉
里

は
じ
め
に

懸げ

魚ぎ
ょ

と
は
寺
院
建
築
の
屋
根
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
部
材
で
あ
り
、
建
物
側
面
（
妻つ

ま

）
の
板
（
破は

風ふ

板
）
が
三
角
形
に
合

わ
さ
っ
た
部
分
か
ら
垂
れ
下
が
る
大
き
な
飾
り
の
板
を
指
す
。

懸
魚
は
妻
側
の
三
角
形
部
分
（
破
風
）
を
飾
る
部
材
と
し
て
、
ま
た
「
魚
を
懸
け
る
」
と
い
う
水
を
連
想
す
る
言
葉
に
よ

り
火
災
か
ら
建
物
を
守
る
「
お
守
り
」
と
し
て
の
機
能
も
持
つ
。
た
だ
し
本
来
は
棟む

な

木ぎ

（
屋
根
の
最
も
高
い
位
置
に
配
さ
れ
る
横

架
材
）
の
木
口
（
木
材
の
切
断
面
）
を
風
雨
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。

懸
魚
に
は
種
々
の
意
匠
が
あ
り
、
大
き
く
四
種
類
に
分
類
で
き
る
。
三み

つ

花ば
な

懸
魚
、
鏑
か
ぶ
ら

懸
魚
、
猪い
の

目め

懸
魚
、
梅
鉢
懸
魚
で

あ
り
、
こ
れ
ら
が
現
在
の
寺
院
建
築
に
見
ら
れ
る
懸
魚
の
形
式
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
四
種
の
時
代
的
変
化
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
存
在
の
有
無
を
時
代
を
遡
り
な
が
ら
探
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

さ
ら
に
、
寺
院
建
築
は
飛
鳥
時
代
、
仏
教
導
入
と
共
に
日
本
が
取
り
入
れ
た
建
築
で
あ
り
、
そ
の
構
法
、
技
術
は
中
国

大
陸
の
影
響
を
多
大
に
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
懸
魚
は
中
国
建
築
の
影
響
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、

竪
穴
式
や
高
床
式
の
建
物
な
ど
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
を
仏
教
建
築
に
取
入
れ
た
も
の
か
を
確
認
す
る
。
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一
　
中
世
に
お
け
る
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
の
存
在

ま
ず
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
の
二
種
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
来
中
国
の
建
築
様
式
で
用
い
ら
れ
て
い
た
意
匠
で
あ
る
。

北
宋
時
代
の
建
築
技
術
を
編
纂
し
た
『
営
造
法
式
』
に
描
か
れ
て
い
る
懸
魚
の
意
匠
と
三
花
懸
魚
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と

か
ら
確
認
で
き
る
⑴
。
鎌
倉
時
代
、
禅
宗
の
受
容
と
共
に
当
時
の
中
国
建
築
様
式
も
取
り
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
三
花
懸
魚
、

鏑
懸
魚
も
そ
の
こ
ろ
に
伝
来
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

日
本
で
は
鎌
倉
時
代
前
期
、
建
仁
寺
を
嚆
矢
と
し
て
禅
宗
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
が
、
禅
宗
寺
院
に
お
い
て
中
国
の
建
築

様
式
を
忠
実
に
取
り
入
れ
た
の
は
建
長
寺
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
⑵
。
建
長
寺
は
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）、
南
宋
の
渡

来
僧
で
あ
る
蘭
渓
道
隆
を
開
山
と
し
て
、
中
国
の
径
山
万
寿
寺
を
模
し
た
宋
風
の
寺
院
と
し
て
造
営
さ
れ
た
。
元
弘
元
年

（
一
三
三
一
）
の
「
建
長
寺
伽
藍
指さ
し

図ず

」
⑶
か
ら
は
、
当
時
の
伽
藍
配
置
が
南
宋
の
五
山
様
式
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
⑷
。
南
北
朝
期
に
五
山
十
刹
の
制
が
定
着
す
る
と
、
建
長
寺
の
様
式
は
禅
宗
寺
院
建
築
の
規
範
と
な
り
、
そ
の
様
式

は
全
国
に
広
ま
り
禅
宗
寺
院
の
基
本
要
素
と
な
っ
た
。

建
長
寺
の
建
築
様
式
が
中
国
建
築
を
踏
襲
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
懸
魚
の
形
式
は
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
と
推
察
で
き
る

の
だ
が
、
指
図
（
配
置
図
・
平
面
図
）
か
ら
は
立
体
的
な
建
築
様
式
は
判
然
と
し
な
い
。
建
長
寺
建
立
当
時
の
遺
構
は
な
く
、

当
時
の
懸
魚
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
建
立
の
遺
構
も
三
例
の
み
で
、
そ
の
う
ち
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
山
口
県
下
関
市
に
建
つ

功
山
寺
仏
殿
た
だ
一
例
で
あ
る
。
功
山
寺
仏
殿
は
現
存
最
古
の
鎌
倉
時
代
後
期
建
立
の
禅
宗
様
寺
院
で
あ
る
が
、
三
花
懸
魚

で
は
な
く
猪
目
懸
魚
が
使
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
大
正
時
代
に
屋
根
、
妻
部
分
の
大
規
模
な
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
建

立
当
時
の
懸
魚
の
形
式
は
不
明
で
あ
る
。

建
長
寺
に
は
絵
図
「
往
古
仏
殿
図
」
⑸
が
残
さ
れ
て
お
り
立
体
的
な
仏
殿
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
種
の
姿
図
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（
立
面
図
）
の
よ
う
な
絵
図
に
は
禅
宗
様
の
特
徴
を
表
し
た
仏
殿
の
入
母
屋
造
の
破
風
に
三
花
懸
魚
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
図
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
は
殆
ど
な
く
、
図
中
の
貼
紙
に
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
修
復
さ
れ
た
、
と
の
記

載
と
、
現
在
の
仏
殿
が
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
移
築
さ
れ
る
以
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
二
点
以
外
に
制
作

時
期
を
絞
る
こ
と
は
で
き
ず
、
図
中
の
仏
殿
の
年
代
に
関
し
明
確
に
は
断
定
で
き
な
い
。

鎌
倉
中
期
及
び
末
期
の
史
料
に
神
社
建
築
造
営
の
た
め
の
部
材
と
し
て
「
懸
魚
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
⑹
、
こ
の

時
代
に
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
神
社
建
築
で
あ
る
な
ら
、
中
国
輸
入
の
三
花
懸
魚
で
は
な
く
、

恐
ら
く
梅
鉢
懸
魚
か
猪
目
懸
魚
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
懸
魚
の
様
式
に
関
し
て
、
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
す
る
確
証
を
得

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

室
町
時
代
建
立
の
禅
宗
様
建
築
の
遺
構
に
は
、
正
福
寺
地
蔵
堂
（
一
四
〇
七
年　

東
京
都
東
村
山
市
）、
安
国
寺
経
蔵
（
一
四

〇
八
年 

岐
阜
県
高
山
市
）、
清
白
寺
仏
殿
（
一
四
一
五
年　

山
梨
県
山
梨
市
）
な
ど
が
あ
る
。
正
福
寺
地
蔵
堂
、
清
白
寺
仏
殿
に
は

鏑
懸
魚
が
、
安
国
寺
経
蔵
に
は
三
花
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
禅
宗
様
の
建
築
様
式
が
地
方
に
ま
で
定
着
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
建
築
は
墨
書
な
ど
か
ら
建
立
年
は
確
定
し
て
い
る
が
、
懸
魚
の
取
り
付
け
時
期
は
不
明
で

あ
る
。
一
方
建
立
年
の
確
定
は
で
き
な
い
が
、
明
ら
か
に
古
い
形
式
の
懸
魚
を
持
つ
も
の
に
、
永
保
寺
開
山
堂
祠
堂
（
岐
阜

県
多
治
見
市
）
が
あ
る
。
平
成
期
解
体
修
理
に
伴
う
年
輪
年
代
法
に
よ
る
調
査
研
究
の
結
果
、
こ
の
堂
の
建
立
時
期
は
寺
伝

よ
り
も
古
く
南
北
朝
初
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
修
理
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
祠
堂
の
三
花
懸
魚
は
明
治
期
の
解
体
復

元
修
理
に
際
し
旧
材
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
お
り
、
風
化
の
状
況
か
ら
見
て
も
古
い
年
代
の
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
建
立
時
期
が
ほ
ぼ
確
定
し
、
建
立
当
初
の
懸
魚
が
現
存
す
る
も
の
と
し
て
永
保
寺
観
音
堂
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平

成
期
に
お
け
る
解
体
修
理
及
び
調
査
研
究
に
よ
り
、
こ
の
堂
は
室
町
中
期
、
一
四
六
〇
年
頃
伐
採
さ
れ
た
材
で
建
立
さ
れ
た



364

寺院建築における懸魚の起源（佐々木 日嘉里）

建
物
で
あ
り
、
こ
の
堂
の
三
花
懸
魚
は
釘
痕
跡
な
ど
か
ら
建
立
当
初
か
当
初
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
⑺
。

以
上
現
段
階
で
、
三
花
懸
魚
、
鏑
懸
魚
が
確
認
で
き
る
の
は
南
北
朝
以
降
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
存
在
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

二
　
現
存
最
古
の
懸
魚

懸
魚
の
存
在
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
現
存
す
る
懸
魚
の
作
製
年
代
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
寺
院
建
築
の
造
営
時

の
懸
魚
が
現
在
ま
で
残
存
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
作
製
時
期
の
特
定
も
可
能
で
あ
る
が
、
風
雨
の
影
響
を
直
接
受
け
る

懸
魚
は
傷
み
が
早
く
交
換
さ
れ
や
す
い
た
め
、
建
立
当
初
の
も
の
を
求
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
確
実
に
当
初
の
懸
魚

で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
確
定
可
能
な
懸
魚
は
類
例
に
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
棟
札
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
懸
魚
が
現
存
す
る
。

そ
れ
は
、
長
野
県
釈
尊
寺
観
音
堂
宮く

う

殿で
ん

（
厨
子
）
に
残
る
梅
鉢
懸
魚
で

あ
る
（
図
１
）
⑻
。
宮
殿
の
棟
札
に
は
「
正
嘉
二
年
正
月
二
十
日
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
宮
殿
の
造
営
年
（
一
二
五
八
年
）
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
部
材
の
一
つ
で
あ
る
懸
魚
も
同
時
期
に
作
製
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
宮
殿
は
昭
和
二
十
六
年
（
一

九
五
一
）
に
修
理
復
元
さ
れ
る
ま
で
、
造
営
時
の
ま
ま
で
あ
り
、
図
１
は

天
沼
俊
一
博
士
が
修
理
以
前
に
撮
影
し
た
映
像
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鎌
倉
時
代
前
期
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
作
製

の
懸
魚
そ
の
も
の
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
宮
殿
（
厨
子
）
建
築

図１　釈尊寺観音堂宮殿の梅鉢懸魚
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は
細
部
に
わ
た
り
当
時
の
建
築
様
式
を
忠
実
に
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
梅
鉢

懸
魚
の
形
状
は
当
時
の
仏
教
寺
院
に
用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
堂
内
部
に
祀
ら
れ
て
い
る
宮
殿
建
築
は
傷
み
に
く
く
、
懸
魚
が

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
残
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
さ
ら
に
造
営
年
の
古
い
宮
殿
建

築
を
調
べ
る
と
、
愛
知
県
観
福
寺
本
堂
内
宮
殿
が
あ
り
、
本
体
背
面
の
板
壁
墨
書
に

「
宝
治
年
太
歳
戊
申
二
月
」　

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
の
造
営
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
入
母
屋
造
杮こ

け
ら

葺
き
の
破
風
に
は
、
ハ
ー
ト
形
の
猪
目

が
二
つ
刳
り
抜
か
れ
た
猪
目
懸
魚
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
２
）
⑼
。
こ
の
宮
殿

の
破
風
に
は
修
理
履
歴
が
な
い
こ
と
か
ら
、
造
営
当
初
の
形
状
も
確
認
で
き
た
の
で

あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
前
期
に
お
け
る
猪
目
懸
魚
、
梅
鉢
懸
魚
の
存
在
、
お
よ
び
当
時
の
形
状
が
そ
れ
ぞ
れ
確
定
で

き
た
。
こ
れ
ら
梅
鉢
懸
魚
、
お
よ
び
猪
目
懸
魚
よ
り
古
い
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
現
存
す
る

最
古
の
懸
魚
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
平
安
時
代
に
お
け
る
懸
魚

現
存
最
古
の
懸
魚
が
鎌
倉
前
期
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
お
け
る
懸
魚
の
形
式
に
関
し
て
は
、
史
料
な
ど
か

ら
判
断
す
る
以
外
な
い
。
平
安
時
代
の
史
料
群
か
ら
「
懸
魚
」
の
語
彙
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
東
大
寺
、
東
寺
、
広
隆
寺
の

堂
宇
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
⑽
。
例
え
ば
平
安
時
代
前
期
に
作
製
さ
れ
た
「
広
隆
寺
資
材
校
替
実
録
帳
」
に

は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に
お
け
る
広
隆
寺
の
現
状
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
朽
損
、
北
九
十
丈　

今
校
□
板
所
所
頽
落
、 図２　観福寺本堂宮殿の猪目懸魚



366

寺院建築における懸魚の起源（佐々木 日嘉里）

於
板
悉
朽
損
也
、」「
今
校
上
桧
皮
中
破
、
堤
瓦
全
、
懸
魚
既
无
、」
な
ど
か
ら
、
堂
宇
に
は
か
つ
て
懸
魚
が
あ
り
、
そ
れ
ら

は
記
載
当
時
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
⑾
。

広
隆
寺
は
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
全
焼
し
て
後
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
以
降
復
興
を
遂
げ
た
が
、
こ
の
史
料
が
記
さ
れ
る

ま
で
の
約
五
十
年
間
に
建
物
は
大
き
く
損
壊
し
、
懸
魚
も
朽
ち
落
ち
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
建
立
当
初
の
懸
魚

が
失
わ
れ
や
す
い
様
が
理
解
で
き
る
史
料
で
あ
る
。

こ
の
堂
宇
は
桧
皮
葺
五
間
金
堂
だ
が
、
他
の
堂
宇
で
も
懸
魚
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
同
じ
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
初
期
に
は
懸
魚
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
存
在
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

三
―
一
　
平
安
時
代
の
梅
鉢
懸
魚

史
料
よ
り
平
安
時
代
に
懸
魚
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
形
式
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め

当
時
の
懸
魚
の
形
式
を
知
る
鍵
と
し
て
絵
巻
物
を
用
い
た
⑿
。
そ
の
中
で
平
安
時
代
制
作
の
絵
巻
物
九
本
に
お
け
る
懸
魚

の
形
式
を
調
査
し
た
結
果
（
表
１
）、『
信
貴
山
縁
起
』『
年
中
行
事
絵
巻
（
摸
本
）』『
粉
河
寺
縁
起
』『
伴
大
納
言
絵
詞
』『
彦

火
々
出
見
尊
絵
巻
（
摸
本
）』『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
以
上
六
本
に
懸
魚
が
描
き
込
ま
れ
て
い
た
。

例
え
ば
『
信
貴
山
縁
起
』
中
、
待
賢
門
の
梅
鉢
懸
魚
は
朱
色
で
拝

お
が
み

懸
魚
、
降
く
だ
り

懸
魚
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
形
状
は

釈
尊
寺
観
音
堂
宮
殿
の
梅
鉢
懸
魚
と
酷
似
し
て
い
る
⒀
。『
伴
大
納
言
絵
詞
』
に
描
か
れ
て
い
る
左
大
臣
邸
の
梅
鉢
懸
魚
も

同
様
で
あ
る
⒁
。
ど
ち
ら
も
釈
尊
寺
観
音
堂
宮
殿
の
梅
鉢
懸
魚
と
殆
ど
同
じ
形
状
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
絵
巻
物
の
図

の
正
確
さ
を
表
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
平
安
時
代
末
期
の
寺
院
建
築
に
お
け
る
梅
鉢
懸
魚
の
形
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
年
中
行
事
絵
巻
（
摸
本
）』
に
描
か
れ
た
懸
魚
の
殆
ど
が
梅
鉢
懸
魚
で
あ
る
が
、
絵
巻
の
場
面
は
内
裏
、
院
御
所
（
法
成
寺

殿
）、
大
内
裏
、
高
位
の
屋
敷
が
占
め
、
小
規
模
な
建
物
で
あ
っ
て
も
懸
魚
が
描
か
れ
て
い
る
⒂
。
し
か
し
庶
民
の
建
物
に
は



367

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

皆
無
で
あ
る
。『
信
貴
山
縁
起
』『
粉
河
寺
縁
起
』『
伴
大
納
言
絵
詞
』
の
い
ず
れ
に
も
庶
民
の
家
に
懸
魚
は
描
か
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
懸
魚
は
社
会
的
地
位
を
示
す
象
徴
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

（
表
１
）
平
安
時
代
制
作
に
お
け
る
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
懸
魚
の
種
類

絵
巻
名

制
作
年
代

制
作
者

懸
魚
の
種
類
と
描
か
れ
て
い
る
数

１
．
源
氏
物
語
絵
巻
（
隆
能
源
氏
）

近
衛
天
皇
在
位
期

（
一
一
四
一
～
一
一
五
五
）

四
制
作
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

無

２
．
信
貴
山
縁
起

一
一
六
〇
年
頃

作
者
不
詳

・
梅
鉢
（
２
）　

・
猪
目
風
（
１
：
大
仏
殿
回
廊
）

３
．
年
中
行
事
絵
巻
（
摸
本
）

一
一
六
五
年
前
後

常
盤
源
二
光
長
？

・
猪
目
風
（
３
：
蒼
龍
楼
、
白
虎
楼
、
梅
宮
社
本
殿
）

４
．
寝
覚
物
語
絵
巻

一
一
六
〇
～
一
一
八
〇

作
者
不
詳

　
　
　
　
　
　
　
　

無

５
．
粉
河
寺
縁
起

一
一
七
六
（
安
元
二
年
）

作
者
不
詳

・
梅
鉢
（
１
）　

・
猪
目
風
（
0
）

６
．
伴
大
納
言
絵
詞

一
一
七
七
（
治
承
元
年
）

常
盤
源
二
光
長

・
梅
鉢
（
２
）

・
猪
目
風
（
２
：
会
昌
門
、
応
天
門
）

７
．
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
（
摸
本
）

一
一
七
〇
～
一
一
八
〇

常
盤
源
二
光
長

・
梅
鉢
（
２
）

・
猪
目
風
（
３
：
異
界
の
宮
殿
、
門
）

８
．
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻

一
一
七
〇
～
一
一
八
〇

常
盤
源
二
光
長

・
梅
鉢
（
０
）

・
猪
目
風
（
10
：
唐
の
高
楼
）

９
．
六
道
絵

一
一
七
〇
～
一
一
八
〇

作
者
不
詳

　
　
　
　
　
　
　
　

無

※
『
年
中
行
事
絵
巻
（
摸
本
）』
は
略
摸
本
を
含
め
た
数
を
示
し
た
。
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三
―
二
　
平
安
時
代
の
猪
目
懸
魚

梅
鉢
懸
魚
が
鎌
倉
前
期
建
立
の
宮
殿
懸
魚
の
形
状
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
猪
目
懸
魚
は
異
な
る
形
状
を
持
つ
。

ま
ず
猪
目
の
刳
り
抜
き
を
持
つ
も
の
は
一
例
も
な
く
、
全
体
の
形
状
も
鎌
倉
時
代
前
期
の
観
福
寺
本
堂
宮
殿
の
猪
目
懸
魚
と

は
異
な
る
（
図
３
）
⒃
。
し
か
し
明
ら
か
に
梅
鉢
懸
魚
と
は
別
の
形
式
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
仮
に
「
猪
目
懸
魚
風
」
と

称
す
る
こ
と
に
す
る
。

表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
お
け
る
絵
巻
物
の
中
で
こ
の
懸
魚
を
持
つ
建
物
は
、
全
て
寺
社
及
び
官
衙
建
築

に
限
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
伴
大
納
言
絵
詞
』
で
は
、
朱
雀
門
、
応
天
門
、
会
昌
門
な
ど
、
大
内
裏
の
正
面
に
一
列
に
並

ぶ
二
重
門
の
懸
魚
は
「
猪
目
懸
魚
風
」
に
描
か
れ
て
い
る
⒄
。
内
裏
、
邸
宅
な
ど
の
住
居
建
築
に
は
例
外
な
く
梅
鉢
懸
魚
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
猪
目
懸
魚
風
」
は
中
国
伝
来
の
建
築
の
部
材
、
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

が
よ
り
明
確
に
表
れ
て
い
る
の
が
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
な
ど
で
あ
り
、
物
語
の
背
景
が
日
本
で
は
な
く
異
界
や
唐
の
建

物
に
は
全
て
「
猪
目
懸
魚
風
」
が
描
か
れ
て
い
る
⒅
。

そ
の
た
め
、
中
国
唐
代
に
お
け
る
壁
画
か
ら
懸
魚
を
調
べ
て
み
る
と
、
盛
唐
に
お
い
て
莫
高
窟
に
描
か
れ
た
寺
院
の
懸
魚

の
形
状
は
猪
目
の
な
い
板
状
の
「
猪
目
懸
魚
風
」
で
あ
り
、
日
本
の
懸
魚
と
の
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
⒆
。
平
安
時
代
、
壁
画

に
お
け
る
こ
の
形
式
の
懸
魚
が
中
国
か
ら
伝
来
し
、
日
本
の
絵
巻
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

三
―
三
　
絵
巻
に
見
る
猪
目
懸
魚
の
変
容

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
「
猪
目
懸
魚
風
」
が
当
時
の
建
築
物
の
懸
魚
の
形
状
と
同
様
で
あ
っ
た

の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。『
信
貴
山
縁
起
』、『
伴
大
納
言
絵
詞
』、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
絵
師
に
よ
り
描
か
れ
た
「
猪
目
懸
魚

風
」
の
形
状
が
、
互
い
に
よ
く
似
て
お
り
、
ま
た
、
ど
ち
ら
も
建
築
の
構
造
を
正
確
に
写
し
取
っ
て
描
い
て
い
る
点
か
ら
み
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れ
ば
、
懸
魚
も
想
像
で
は
な
く
写
実
的
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
早
急
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
形
状
を
平
安
末
期
の
猪
目
懸
魚
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
鎌
倉
時
代
に
は
観

福
寺
本
堂
宮
殿
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
猪
目
懸
魚
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
、
と
推
察
で
き
る
。

こ
の
推
察
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
鎌
倉
時
代
初
期
に
作
成
さ
れ
た
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

承
久
年
間
（
一
二
一
九
～
一
二
二
二
）
に
描
か
れ
た
朱
雀
院
正
門
、
渡
殿
、
そ
れ
ぞ
れ
の
破
風
に
掛
か
る
懸
魚
の
外
観
は
観

福
寺
本
堂
宮
殿
と
同
様
の
猪
目
懸
魚
で
あ
り
、
内
部
に
は
中
央
に
猪
目
が
一
つ
刳
り
抜
か
れ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
⒇
。

こ
の
懸
魚
と
同
じ
形
式
の
も
の
が
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
唐
招
提
寺
に
施
入
さ
れ
た
『
東
征
伝
絵
巻
』
に
も
描
か
れ
㉑
、

さ
ら
に
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
春
日
社
に
施
入
さ
れ
た
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
に
も
、
春
日
社
本
殿
は
じ
め
、
宝
殿
、
楼

門
、
興
福
寺
鐘
楼
な
ど
の
破
風
に
猪
目
が
一
つ
記
さ
れ
た
猪
目
形
式
の
懸
魚
が
描
か
れ
て
い
る
㉒
。

こ
こ
で
筆
者
が
推
定
し
た
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
猪
目
懸
魚
は
外
観
の
み
が
「
猪
目
懸
魚
風
」
で
猪
目
は
な
く
（
図
３
）、

図３　平安末期「猪目懸魚風」懸魚

図４　鎌倉初期「猪目懸魚風」懸魚

図５　観福寺本堂宮殿猪目懸魚
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鎌
倉
時
代
初
期
に
は
内
部
に
猪
目
一
つ
の
刳
り
抜
き
を
持
つ
形
式
が
確
立
し
（
図
４
）
㉓
、
こ
の
過
程
を
経
て
、
そ
の
後
猪

目
を
二
つ
持
つ
猪
目
懸
魚
（
図
５
）
へ
と
変
容
を
遂
げ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
言
及
し
て
き
た
絵
巻
物
㉔
か
ら
、
推
定
通
り
の
変
化
が
見
出
せ
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
作
製
年

代
が
平
安
時
代
以
降
で
、「
猪
目
懸
魚
風
」
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
懸
魚
を
抽
出
し
、
描
か
れ
て
い
る
場
所
、
形
状
を
調
査

し
た
。
特
に
猪
目
の
穴
の
存
在
、
穴
の
数
な
ど
に
注
目
し
作
製
年
代
順
に
ま
と
め
た
も
の
が
（
表
２
）
で
あ
る
。

懸
魚
の
形
式
と
作
製
年
代
の
関
連
性
を
検
証
し
た
結
果
、
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の

お
よ
そ
一
世
紀
の
間
は
図
４
の
よ
う
な
猪
目
形
の
刳
り
抜
き
を
一
つ
持
つ
懸
魚
が
高
い
頻
度
で
描
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
の
時
代
に
な
っ
て
も
図
５
の
よ
う
な
懸
魚
は
現
れ
ず
、
外
観
は
図
４
で
、
猪
目
の
な
い
も
の
が
続
き
、
十
六
世

紀
中
ご
ろ
に
は
、
外
観
は
図
５
の
よ
う
に
端
正
な
形
状
で
、
し
か
し
猪
目
は
描
か
れ
な
い
、
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
な
お

今
回
の
調
査
資
料
以
外
の
絵
巻
で
も
調
査
し
た
が
懸
魚
に
猪
目
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
㉕
。

し
か
し
実
際
の
建
築
物
で
は
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
に
作
製
さ
れ
た
図
５
の
観
福
寺
本
堂
宮
殿
猪
目
懸
魚
に
は
猪
目
が
二
つ

刳
り
抜
か
れ
て
お
り
、
ま
た
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
前
後
取
り
付
け
の
当
麻
寺
閼
伽
棚
猪
目
懸
魚
も
同
様
の
形
式
で
あ
る
㉖
。

絵
巻
物
に
猪
目
一
つ
の
刳
り
抜
き
が
描
か
れ
て
い
た
同
時
代
、
実
際
の
建
築
物
の
懸
魚
に
は
猪
目
二
つ
の
刳
り
抜
き
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
の
建
築
物
の
懸
魚
と
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
懸
魚
に
は
か
な
り
の
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
う
な

る
と
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
百
年
間
、
盛
ん
に
描
か
れ
た
一
つ
の
み
の
猪
目
形
の
刳
り

抜
き
の
図
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
上
記
の
問
題
点
を
考
察
す
る
た
め
に
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
特
筆
す
べ
き
特
徴
を
い
く
つ
か
列
挙
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
猪
目
懸
魚
風
」
懸
魚
に
猪
目
が
一
つ
描
か
れ
て
い
る
特
徴
的
な
絵
図
の
初
出
は
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』
で
あ
る
。

こ
の
絵
巻
に
は
、
他
に
も
非
常
に
興
味
深
い
部
材
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
複
雑
な
曲
線
の
繰
形
を
持
つ
木
鼻
で
、
柱
か
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ら
突
き
出
し
た
様
子
が
、
こ
の
場
面
の
主
題
に
見
え
る
ほ
ど
の
巧
緻
さ
で
描
か
れ
て
い
る
㉗
。
こ
の
よ
う
な
木
鼻
の
図
は
平

安
時
代
の
絵
巻
物
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

こ
の
絵
巻
が
描
か
れ
た
時
代
は
、
中
国
南
宋
か
ら
新
し
い
建
築
様
式
が
流
入
し
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
新
様
式
を
用
い

て
東
大
寺
が
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
再
建
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
新
様
式
は
日
本
の
建
築
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た

が
、
こ
の
絵
巻
に
描
か
れ
た
木
鼻
の
意
匠
は
新
様
式
の
特
徴
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
外
側
を
複
雑
に
削
っ
た
こ
と

で
、
隙
間
に
猪
目
が
浮
き
出
て
い
る
（
図
６
）
㉘
。

さ
ら
に
、『
玄
奘
三
蔵
絵
』『
東
征
伝
絵
巻
』
に
は
南
宋
建
築
の
強
い
影
響
が
窺
わ
れ
、
平
安
時
代
の
建
築
図
と
大
き
く

異
な
る
点
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。『
玄
奘
三
蔵
絵
』
は
十
三
世
紀
後
半
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
、
東
大
寺
建

立
時
の
新
様
式
で
あ
る
「
大だ

い

仏ぶ
つ

様よ
う

」
以
外
に
建
長
寺
建
立
時
の
も
う
一
つ
の
新
様
式
で
あ
る
「
禅
宗
様
」
が
出
現
し
た
頃
と

重
な
る
。
そ
れ
ら
の
建
築
様
式
が
絵
巻
の
中
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
懸
魚
の
形
式
が
「
猪
目
懸
魚
風
」
で
は
な
く
、
禅
宗
様
の
形
式
で
あ
る
「
鏑
懸
魚

風
」
に
見
え
、
さ
ら
に
縦
に
二
重
に
重
な
る
「
二
重
懸
魚
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
柱
の
足

元
に
は
礎そ

盤ば
ん

が
描
か
れ
、
柱
に
は
粽ち
ま
きが
付
く
。
さ
ら
に
中
国
宋
様
式
の
構
造
を
特
徴
付
け
る

貫ぬ
き

が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
さ
ら
に
部
材
の
先
端
に
ま
で
彫
刻

が
施
さ
れ
全
体
の
印
象
を
華
や
か
に
演
出
し
て
い
る
。

『
東
征
伝
絵
巻
』
で
は
、
禅
宗
寺
院
に
見
ら
れ
る
花か

頭と
う

窓ま
ど

が
建
物
前
面
を
飾
り
、
柱
か
ら

は
木
鼻
が
突
き
出
し
、
そ
の
先
は
繰
形
が
付
い
て
い
る
。
柱
の
足
元
に
は
礎
盤
ら
し
き
も
の

も
描
か
れ
、
粽
が
付
く
禅
宗
様
の
手
法
が
数
多
く
表
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
に
も
貫
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
貫
が
柱
を
固
め
る
構
造
が
南
宋
の
寺
院
建
築
と
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
組
物

図６　鎌倉初期「猪目懸魚風」懸魚
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を
下
支
え
す
る
た
め
の
挿さ
し

肘ひ
じ

木き

ま
で
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
屋
根
側
面
の
妻
飾
り
に
は
、
虹
梁
大
瓶
束
形
式
と
い
う

新
構
造
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
懸
魚
は
「
猪
目
懸
魚
風
」
で
は
な
く
、「
三
花
懸
魚
風
」
に
描
か
れ
て
い
る
場
面
も
見
ら
れ

る
。
こ
の
作
品
の
背
景
は
多
く
が
唐
を
舞
台
と
し
て
い
る
た
め
、
異
国
風
に
描
い
て
い
る
が
、
単
な
る
空
想
で
は
な
く
新
様

式
に
対
す
る
情
報
収
集
と
そ
れ
に
基
づ
く
映
像
化
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
』
㉙
に
も

同
様
な
描
写
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
平
安
時
代
の
絵
巻
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
建
築
様
式
の
描
写
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
起
き
た
、
建
築
様
式
の
大
き
な
変
化
に
は
懸
魚

の
形
式
の
変
化
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
新
様
式
に
お
い
て
部
材
に
装
飾
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
で
、
す
で

に
日
本
に
定
着
し
て
い
た
猪
目
の
文
様
を
、
懸
魚
に
も
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
猪
目
懸
魚
風
」
に
表
れ
た
猪
目
ひ
と
つ
の
刳
り
抜
き
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
起
き
た
懸
魚

の
形
状
の
変
化
を
絵
師
た
ち
が
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

建
築
の
新
様
式
が
百
年
間
で
地
方
に
ま
で
拡
大
し
定
着
し
た
と
同
様
、「
猪
目
懸
魚
風
猪
目
」
も
「
猪
目
懸
魚
」
へ
と
定

着
し
た
結
果
、
変
化
を
表
現
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
は
不
用
に
な
り
、
絵
巻
物
か
ら
猪
目
一
つ
の
紋
様
は
用
い
ら
れ
な
く

な
っ
た
、
と
想
定
で
き
よ
う
。
実
際
十
四
世
紀
末
作
成
の
『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
』
で
は
懸
魚
に
猪
目
を
描
き
込
む
こ
と
は

殆
ど
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
類
推
で
き
る
。

以
上
平
安
時
代
に
お
け
る
懸
魚
の
形
状
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
平
安
初
期
か
ら
懸
魚
は
官
衙
建

築
や
寺
社
建
築
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
形
式
は
、
恐
ら
く
梅
鉢
懸
魚
や
「
猪
目
懸
魚
風
」
の
懸
魚
で
あ
っ
た
。
梅
鉢
懸
魚
は
、

神
社
や
官
衙
建
築
以
外
に
貴
族
や
豪
族
の
邸
宅
に
も
用
い
ら
れ
、
そ
の
形
状
に
殆
ど
変
化
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
に
引
き
続
き

用
い
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
中
国
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
「
猪
目
懸
魚
風
」
懸
魚
は
、
猪
目
懸
魚
の
よ
う
な
形
状
を
持
ち

な
が
ら
、
内
部
に
猪
目
の
刳
り
抜
き
の
な
い
板
状
で
あ
っ
た
。
や
が
て
平
安
末
期
、
中
国
南
宋
か
ら
新
様
式
が
流
入
し
た
こ
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と
で
、
懸
魚
の
形
状
に
も
変
化
が
表
れ
猪
目
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
種
々
の
資
料
か
ら
以
上
の
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

（
表
２
）
平
安
時
代
以
降
の
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
猪
目
風
懸
魚
の
形
状　
　
　
　
　
　
　
　
※
『
日
本
の
絵
巻
』『
続
日
本
の
絵
巻
』（
小
松
茂
美
・
中
央
公
論
社
）

絵
巻
名

巻
数
※

制
作
年
代

描
か
れ
て
い
る
場
所

懸
魚
の
形
式

1　

北
野
天
神
縁
起

続
15

承
久
年
間

（
一
二
一
九
～
二
二
）

朱
雀
門

猪
目
、
猪
目
な
し

朱
雀
院
正
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

渡
殿　

猪
目
、
猪
目
一
つ

清
涼
殿
門

猪
目
、
猪
目
く
り
型

2　

華
厳
五
十
五
所
絵
巻

続
７

十
三
世
紀
初

祠

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

十
重
塔

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

四
足
門

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

３　

華
厳
宗
祖
師
（
華
厳
縁
起
）

続
８

十
三
世
紀
中
期

新
羅
山
門

猪
目
、
猪
目
な
し

新
羅　

港
町
役
所

猪
目
、
猪
目
な
し

至
相
寺
山
門

猪
目
、
猪
目
な
し

港
町　

民
家

猪
目
（
く
り
型
多
し
）、
猪
目
な
し

4　

玄
奘
三
蔵
絵　

上

続
４

十
三
世
紀
後
期

玄
奘
父
邸
宅

鏑　

二
重
懸
魚　

※
宋
画
様
式

玄
奘
止
住
寺
院

鏑　

二
重
懸
魚　

※
宋
画
様
式

大
寺
院

鏑　

二
重
懸
魚　

※
宋
画
様
式

5　

玄
奘
三
蔵
絵　

中

続
5

十
三
世
紀
後
期

ク
シ
ナ
ガ
ラ
寺
院

鏑　

二
重
懸
魚　

※
宋
画
様
式

ク
マ
ー
ラ
王　

王
宮

※
宋
画
様
式

ナ
ー
ラ
ン
ダ
寺
院

鏑
風

ナ
ー
ラ
ン
ダ
寺
院
泉
殿

鏑
風

6　

玄
奘
三
蔵
絵　

下

続
６

十
三
世
紀
後
期

玄
奘
僧
房

鏑　

二
重
懸
魚　

〇
穴
二
つ
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７　

東
征
伝
絵
巻

15

永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）

楊
州　

大
雲
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
一
つ

楊
州　

大
明
寺

猪
目
（
兎
の
毛
通
し
）、
猪
目
一
つ

遣
唐
船

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

楊
州　

大
明
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）
三
花
風

屋
形
舟

猪
目
、
猪
目
一
つ

阿
育
王
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）
三
花
風

国
清
寺
重
閣
金
堂

猪
目
、
猪
目
一
つ

楊
州　

大
明
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）
三
花
風

太
守
の
館

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

蘆
山
東
林
寺

猪
目
、
猪
目
な
し

龍
泉
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

金
堂

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
一
つ

楊
州　

延
光
寺

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

龍
興
寺

猪
目
、
猪
目
一
つ

大
宰
府
観
世
音
寺
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

東
大
寺
南
大
門

猪
目
風　

三
花
風

東
大
寺
南
大
門
中
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

東
大
寺
戒
壇
院

猪
目
、
猪
目
一
つ

唐
招
提
寺
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

唐
招
提
寺
金
堂

猪
目
、
猪
目
な
し
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8　

一
遍
上
人
絵
伝

20

正
安
元
年
（
一
二
九
九
）

天
神
社

猪
目
、
猪
目
一
つ

厳
島
拝
殿

猪
目
、
猪
目
な
し

鎮
守
祠　

猪
目
、
猪
目
一
つ

吉
備
津
神
社
本
殿

猪
目
、
猪
目
一
つ

石
清
水
八
幡
宮　

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

祠

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

天
王
寺
伽
藍

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

三
島
社

猪
目
端
正
な
外
形　

猪
目
一
つ

9　

天
狗
草
紙

続
26

十
三
世
紀
末

比
叡
山
西
塔

猪
目
、
猪
目
一
つ　

清
滝
宮
本
殿　

猪
目
、
猪
目
一
つ　

10　

蒙
古
襲
来
絵
詞　

13

十
三
世
紀
最
末

志
賀
海
神
社

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

11　

春
日
権
現
験
記
絵　

上

続
13

延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
頃

春
日
大
社
本
殿

猪
目
、
猪
目
一
つ　

春
日
大
社
楼
門

猪
目
、
猪
目
一
つ　

12　

春
日
権
現
験
記
絵　

下

続
14

延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
頃

春
日
大
社
宝
殿

猪
目
、
猪
目
一
つ　

興
福
寺
鐘
楼

猪
目
、
猪
目
一
つ

熱
田
神
宮
楼
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

13　

松
崎
天
神
縁
起

続
22

応
長
元
年
（
一
三
一
一
）

閏
六
月

松
崎
天
神　

二
重
門

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

宝
殿
鐘
楼

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

14　

法
然
上
人
絵
伝　

上

続
１

一
三
〇
七
～
一
三
一
七

蓮
華
王
院
門

猪
目
、
猪
目
一
つ

左
大
臣
家
唐
門

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、　

猪
目
な
し

内
大
臣
家
唐
門

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し

聖
護
院
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し

日
吉
聖
真
寺
末
社

猪
目
、
猪
目
な
し

法
然
住
房
出
文
机
、
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し
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15　

法
然
上
人
絵
伝　

中

続
２

一
三
〇
七
～
一
三
一
七

出
文
机
、
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し　

出
文
机
、
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
形
状
端
正
写
実

猪
目
な
し

出
文
机
、
唐
破
風

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し

16　

法
然
上
人
絵
伝　

下

続
３

一
三
〇
七
～
一
三
一
七

興
福
寺
二
重
門
、
八
脚
門

猪
目
、
形
状
端
正
写
実　

猪
目
な
し

17　

石
山
寺
縁
起

16

正
中
年
間

（
一
三
二
四
～
二
六
）

石
山
寺
山
門

（
五
巻　

鎌
倉
）

猪
目
、
猪
目
な
し

石
山
寺
山
門

（
六
巻　

江
戸
補
写
）

猪
目
、
猪
目
な
し

18　

弘
法
大
師
行
状
絵
詞　

上

続
10

応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
～

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）

自
邸
平
唐
門

兎
の
毛
通
し　

猪
目
、
猪
目
な
し　

青
龍
寺
金
堂

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

青
龍
寺
食
堂

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

青
龍
寺
恵
果
住
房

猪
目
、
猪
目
な
し

唐　

宮
廷

猪
目
（
下
に
長
く
伸
び
る
）、
猪
目
な
し

長
安
醴
泉
寺
四
足
門

猪
目
、
猪
目
な
し

観
世
音
寺
社

猪
目
、
猪
目
な
し　

東
大
寺
（
柱
粽
付
）

高
野
山
（
板
葺
き
屋
根
）

猪
目
、
猪
目
な
し

比
売
社

猪
目
、
猪
目
な
し

19　

弘
法
大
師
行
状
絵
詞　

下

続
11

応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
～

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）

東
寺
八
幡
宮

猪
目
、
猪
目
な
し

東
寺
南
大
門

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

室
生
寺

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

東
寺
真
言
院
門

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
一
つ

高
野
山
伽
藍
山
門
、
金
堂

猪
目
、
猪
目
な
し
（
図
が
小
さ
い
）

20　

大
江
山
絵
詞　

続
26

十
四
世
紀

内
裏
門　
　

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

楼
門

猪
目
、
猪
目
な
し　
　

鬼
屋
敷

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し
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21　

融
通
念
仏
縁
起

続
21

鎌
倉
末
期
十
四
世
紀

住
吉
神
社　

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
上
下
2
つ　
　

鞍
馬
寺
金
堂
脇
末
社

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
上
下
2
つ

22　

道
成
寺
縁
起

続
24

十
五
世
紀
後
半

道
成
寺
二
重
門

猪
目
、
猪
目　

〇
穴
一
つ

23　

桑
実
寺
縁
起

続
24

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）　

桑
実
寺
本
堂
横
堂
宇

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

桑
実
寺
鐘
楼

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

桑
実
寺
仁
王
門

猪
目　

端
正
な
外
形
、
猪
目
な
し

四
　
奈
良
時
代
に
お
け
る
懸
魚

奈
良
時
代
に
お
け
る
懸
魚
の
形
式
を
探
る
手
掛
か
り
は
、
こ
れ
ま
で
の
時
代
よ
り
一
層
困
難
と
な
る
。
資
料
の
一
つ
と

し
て
『
和
名
類
聚
抄
』
を
取
り
上
げ
る
が
、
こ
れ
は
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
辞
書
の
一
種
で
あ
る
。
た
だ
し
懸
魚
の
項
目

に
奈
良
時
代
成
立
の
『
弁
色
立
成
』
の
引
用
文
を
載
せ
、
そ
の
言
辞
を
説
明
に
代
え
て
い
る
た
め
奈
良
時
代
で
用
い
ら
れ
た

懸
魚
の
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
懸
魚
俗
云
如
字
弁
色
立
成
云
屋
脊
桁
端
懸
板
名
也
凡
桁
端
有
之
」
㉚
と

あ
り
、
懸
魚
と
は
棟
の
桁
端
に
掛
け
た
板
の
こ
と
で
、
お
お
よ
そ
桁
の
端
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
奈
良
時
代
の
建
物
に
も
懸
魚
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

懸
魚
の
形
状
に
関
し
て
平
安
時
代
と
同
様
に
絵
巻
物
を
取
り
上
げ
た
。
奈
良
時
代
最
古
で
唯
一
の
絵
巻
物
『
絵
因
果
経
』

を
手
掛
か
り
に
調
べ
て
み
た
が
、
描
か
れ
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
破
風
を
持
た
な
い
造
り
（
寄
棟
造
）
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

破
風
の
つ
い
た
屋
根
も
数
棟
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
何
も
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
懸
魚
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
し
『
絵
因
果
経
』
が
初
唐
の
画
風
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
初
唐
の
中
国
建
築
に
懸
魚
の
形
を
知
る
手
掛
か

り
が
期
待
で
き
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。
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五
　
飛
鳥
時
代
の
懸
魚

飛
鳥
時
代
の
懸
魚
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
ま
ず
世
界
最
古
の
木
造
建
築
、
と
さ
れ
る
法
隆
寺
西
院
の
建
築
群
が
挙

げ
ら
れ
る
。
再
建
さ
れ
た
と
は
い
え
飛
鳥
時
代
の
建
物
で
あ
る
。
当
初
の
懸
魚
の
存
続
を
期
待
す
る
こ
と
は
極
め
て
厳
し
い

が
、
何
ら
か
の
手
掛
り
を
求
め
て
み
た
。

法
隆
寺
金
堂
の
妻
飾
り
に
は
、
唐
草
模
様
を
し
た
透
彫
の
飾
り
金
具
が
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
る
㉛
。
全
体
は
猪
目
懸
魚
の

外
形
に
通
じ
、
唐
草
は
猪
目
模
様
の
原
型
と
言
え
る
。
ま
た
、
縦
長
の
形
状
は
絵
巻
物
で
何
度
も
目
に
し
た
形
状
で
あ
る
。

た
だ
、
透
彫
の
飾
り
金
具
で
は
、
風
雨
か
ら
木
材
を
守
る
と
い
う
懸
魚
本
来
の
役
割
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
が
、
社
会
的
地

位
を
示
す
象
徴
の
役
割
と
い
う
点
で
は
十
分
果
た
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
法
隆
寺
金
堂
の
懸
魚
は
飛
鳥
時
代
の
懸
魚
の
形
式
を
示
し
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
懸
魚
の
飾
り
金
具
が
当
初
材
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

法
隆
寺
金
堂
は
、
焼
失
後
、
飛
鳥
時
代
七
世
紀
末
に
再
建
さ
れ
た
建
造
物
で
あ
る
。
も
し
再
建
当
初
か
ら
こ
の
飾
り
が

あ
る
な
ら
ば
、
七
世
紀
末
の
姿
形
で
あ
る
、
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
再
建
後
何
度
も
修
理
さ
れ
て
お
り
、
特
に
豊
臣
秀
頼

に
よ
る
慶
長
修
理
（
慶
長
五
年
～
十
一
年
：
一
六
〇
〇
～
一
六
〇
六
）
の
際
に
新
た
に
懸
魚
を
取
り
つ
け
た
こ
と
が
墨
書
に
よ
っ

て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
修
理
を
繰
り
返
し
、
昭
和
大
修
理
の
際
、
旧
態
の
姿
に
戻
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
種
々
の

研
究
、
論
争
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、
現
在
の
姿
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
㉜
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
金
堂
の

修
理
が
完
成
し
た
が
、
報
告
書
に
は
修
理
前
の
金
堂
破
風
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
妻
飾
り
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

こ
に
は
慶
長
修
理
で
取
り
付
け
ら
れ
た
猪
目
懸
魚
の
上
に
透
彫
の
飾
り
金
具
が
付
き
、
両
脇
の
破
風
板
に
花
形
の
飾
り
金

具
が
付
い
て
い
る
㉝
。
修
理
報
告
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
飾
り
金
具
は
再
建
当
初
、
す
な
わ
ち
飛
鳥
時
代
の
懸
魚
と
も
見
ら
れ

る
、
と
の
判
断
が
下
さ
れ
当
初
材
の
懸
魚
と
し
て
破
風
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
飛
鳥
時
代
に
お
け
る
懸
魚
の
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一
形
態
と
し
て
唐
草
紋
様
が
浮
き
出
た
縦
長
の
飾
り
金
具
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
㉞
。

と
こ
ろ
で
こ
の
時
代
に
板
状
の
懸
魚
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
奈
良
時
代
に
「
懸
魚
と
は
棟
の
桁
端
に
掛

け
た
板
の
こ
と
」
と
定
義
づ
け
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
飛
鳥
時
代
に
も
板
状
の
懸
魚
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は

高
い
。

そ
こ
で
、
推
定
七
世
紀
制
作
の
中
宮
寺
所
蔵
、
天
寿
国
曼
荼
羅
繡
帳
に
手
掛
り
を
求
め
た
㉟
。
天
寿
国
曼
荼
羅
繡
帳
は
刺

繍
さ
れ
た
断
片
を
交
ぜ
合
わ
せ
て
繋
ぎ
、
額
装
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
図
案
に
は
入
母
屋
造
の
屋
根
を
持
つ
鐘
楼

が
描
か
れ
、
破
風
に
は
懸
魚
の
形
を
し
た
も
の
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
飛
鳥
時
代
に
お
け
る
板
状
の
懸
魚

の
存
在
が
想
定
さ
れ
た
が
、
実
は
調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
懸
魚
が
刺
繍
さ
れ
た
断
片
部
分
は
飛
鳥
時
代
の
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
。

刺
繍
さ
れ
た
断
片
は
全
て
が
飛
鳥
時
代
の
も
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
に
復
元
さ
れ
た
断
片
も
交
ざ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
㊱
。
刺
繍
や
染
色
な
ど
各
時
代
の
技
法
の
研
究
が
進
み
、
鐘
楼
の
刺
繍
部
分
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
た
だ
鎌
倉
時
代
の
復
元
が
ど
こ
ま
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
わ
か
っ
て
い
な
い
た

め
、
懸
魚
の
刺
繍
が
飛
鳥
時
代
か
ら
あ
っ
た
の
か
、
鎌
倉
時
代
に
加
え
ら
れ
た
の
か
は
判
断
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。以

上
飛
鳥
時
代
の
懸
魚
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お
い
て
、
存
在
は
確
認
で
き
た
が
材
質
や
形
状
に
関
し
て
は
未
だ
判
然

と
は
し
な
い
。
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

六
　
古
墳
時
代
の
懸
魚

飛
鳥
時
代
、
仏
教
と
と
も
に
朝
鮮
半
島
か
ら
導
入
さ
れ
た
寺
院
建
築
で
あ
る
が
、
懸
魚
も
同
時
に
導
入
さ
れ
た
の
か
、
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あ
る
い
は
日
本
に
根
付
い
て
い
た
も
の
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
判
断
に
は
さ
ら
に
時
代
を
遡
り
、
古
墳
時
代

に
お
け
る
懸
魚
の
存
在
の
有
無
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

古
墳
時
代
の
懸
魚
を
調
べ
る
に
は
、
出
土
品
、
例
え
ば
家
形
埴
輪
な
ど
が
手
掛
か
り
と
な
る
。
三
輪
（1995

）
に
よ
れ
ば
、

家
形
埴
輪
は
四
世
紀
ご
ろ
に
な
っ
て
現
れ
始
め
、
当
時
の
木
造
建
築
物
を
写
実
的
に
表
現
し
て
い
る
と
報
告
し
、
さ
ら
に
築

造
者
の
権
威
、
身
分
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
屋
根
を
誇
張
し
「
か
つ
お
ぎ
」
を
載
せ
る
、
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
と
論
じ

て
い
る
㊲
。
ま
た
宮
本
（1995

）
は
建
築
史
家
の
立
場
か
ら
、
家
形
埴
輪
に
お
い
て
格
式
の
高
い
建
物
ほ
ど
写
実
性
に
富
む

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
㊳
。
三
輪
・
宮
本
（1995

）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
屋
根
の
写
実
的
な
表
現
は
被
葬
者
の
権
威
、
身

分
の
表
現
に
も
つ
な
が
る
。
切
妻
造
、
入
母
屋
造
の
家
形
埴
輪
の
中
に
は
、
妻
側
に
棟
木
が
突
き
出
た
表
現
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
は
格
式
の
高
い
建
物
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

格
式
や
身
分
の
高
さ
を
表
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
懸
魚
の
存
在
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
管
見
の
限
り
破
風
部
分
に
懸
魚

は
存
在
し
て
い
な
い
。
懸
魚
は
本
来
棟
木
を
守
る
た
め
に
取
り
付
け
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
家
形
埴
輪
の
場
合
は
、
保

護
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
棟
木
を
破
風
板
の
外
に
突
き
出
し
、
そ
の
存
在
を
知
ら
し
め
て
い
る
。
破
風
の
転
び
（
傾
き
）
が
強

い
た
め
、
い
っ
そ
う
棟
木
は
強
い
印
象
を
与
え
て
い
る
。

古
墳
の
家
形
埴
輪
は
、
建
築
物
を
写
実
的
に
表
現
す
る
こ
と
で
身
分
や
格
式
の
高
さ
を
表
し
て
い
た
、
と
い
う
。
棟
木

な
ど
が
丁
寧
に
再
現
さ
れ
た
家
形
埴
輪
に
懸
魚
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
当
時
の
格
式
の
高
い
建
築
物
に
も
懸
魚
は
飾
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
、
と
類
推
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
に
は
、
懸
魚
を
用
い
る
こ
と
で
棟
木
を
保
護
し
、
格
式
を
表
現
す
る
こ
と
は
な
く
、
懸
魚
の
存

在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
発
掘
で
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
が
、
現
段
階
に
お
い
て
、
懸
魚

の
存
在
は
な
か
っ
た
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
日
本
に
お
け
る
懸
魚
の
存
在
の
有
無
を
、
時
代
を
遡
り
な
が
ら
調
査
し
た
結
果
、「
懸
魚
」
は
中
国
、
朝
鮮
の
影

響
に
よ
っ
て
飛
鳥
時
代
か
ら
定
着
し
た
建
築
部
材
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
現
存
す
る
確
か
な
懸
魚
が
鎌
倉

時
代
以
前
に
は
存
在
し
な
い
中
、
文
献
や
図
像
か
ら
痕
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
。
懸
魚
は
寺
院
建
築
に
用
い
ら
れ
る
一
要

素
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
形
状
の
変
化
か
ら
は
、
大
陸
と
の
交
流
や
技
術
革
新
な
ど
と
い
っ
た
社
会
的
な
変
化
を
視
覚
化
で

き
る
興
味
深
い
部
材
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

〔
注
釈
〕

⑴
梁
思
成
著　
『
營
造
法
式
註
釋
』
中
國
建
築
工
業
出
版
社　

1983.9　

 

236
頁　

図
157

⑵
太
田
（1951

）

⑶
「
建
長
寺
伽
藍
指
図
」
建
長
寺
蔵　

享
保
十
七
年
（1732

）　

縦
175.0
㎝
×
横

83.5
㎝

⑷
横
山
（1967

）

⑸
巨
福
山
建
長
寺　
〝
建
長
寺
の
歴
史
〟　 https://w

w
w

.kenchoji.com
/about/#a1

⑹
「
賀
茂
御
祖
社
遷
宮
用
途
注
進
状
」
に
は
遷
宮
に
際
し
、
正
殿
に
用
い
ら
れ
た
部
材
と
し
て
覆
輪
付
き
の
懸
魚
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
山

城
林
康
徳
氏
所
蔵
文
書
」
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
五
月
□
日
条
（『
鎌
倉
遺
文
』6029

）
ま
た
、
摂
社
の
遷
宮
の
際
の
文
書
に
下
魚
（
懸
魚
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。「
山
城
座
田
文
書
」
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
十
二
月
四
日
条
（『
鎌
倉
遺
文
』15373

）
ま
た
、
阿
蘇
社
造
営
に
関
す
る

以
下
の
史
料
に
も
懸
魚
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
肥
後
阿
蘇
文
書
」
元
徳
二
年
（1330

）
正
月
十
四
日
条
（『
鎌
倉
遺
文
』30870

）、「
肥
後

阿
蘇
文
書
」
元
徳
三
年
（1331

）
四
月
三
日
条
（『
鎌
倉
遺
文
』31403

）、「
肥
後
阿
蘇
文
書
」
正
慶
元
年
（1332

）
十
一
月
二
十
二
日
条
（『
鎌

倉
遺
文
』31899

）
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⑺
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
編
『
国
宝
永
保
寺
開
山
堂
及
び
観
音
堂
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』（
永
保
寺2012

）
に
お
い
て
、開
山
堂
は
、

年
輪
年
代
調
査
の
結
果
一
三
三
四
年
頃
建
立
と
さ
れ
、
寺
伝
（
一
三
五
二
年
建
立
）
よ
り
遡
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
観
音
堂
の
建

立
は
、
年
輪
年
代
法
や
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
を
用
い
た
結
果
、
一
四
六
〇
年
頃
と
さ
れ
た
。
懸
魚
が
建
立
当
初
、
あ
る
い
は
当
初
に

近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
第
四
章
第
四
項
に
判
断
の
基
準
と
な
っ
た
痕
跡
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑻
天
沼
俊
一
『
日
本
建
築
細
部
変
遷
小
図
録
』
星
野
書
店　

1944　

 

頁
450　

図
５

⑼
杉
野 

丞
「
観
福
寺
本
堂
内
宮
殿
に
つ
い
て
」『
愛
知
県
史
研
究
』　

1
巻　

1997　

116
頁　

写
真
・
四

⑽
東
大
寺
堂
宇
で
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
文
書
と
し
て
「
東
大
寺
検
損
色
帳
」
長
元
八
年
十
一
月
二
日551

、（
東
南
院

文
書
二
ノ
三
、『
平
安
遺
文
』）「
東
大
寺
綱
封
蔵
銀
銅
注
文
」
永
久
五
年
七
月
二
十
三
日4971

、
永
久
五
年
八
月
七
日4970

、（
正
倉
院

塵
芥
文
書
『
平
安
遺
文
』）、
東
寺
堂
宇
で
懸
魚
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
文
書
と
し
て
「
東
寺
損
色
検
注
帳
」
治
承
三
年
六

月387

（
書
陵
部
所
蔵
壬
生
家
古
文
書
、『
平
安
遺
文
』』）
が
挙
げ
ら
れ
る

⑾
「
広
隆
寺
文
書
」
仁
和
三
年
（887
）『
平
安
遺
文
』175

⑿
小
松
（1987

）
小
松
（1991

）

⒀
小
松1987

年
『
信
貴
山
縁
起
』「
日
本
の
絵
巻
４
」
40
頁

⒁
小
松1987

年
『
伴
大
納
言
絵
詞
』「
日
本
の
絵
巻
2
」
36
頁

⒂
小
松1987

年
『
年
中
行
事
絵
巻
』「
日
本
の
絵
巻
8
」
巻
一　

８
頁　

西
中
門
懸
魚

⒃
小
松1987

年
『
伴
大
納
言
絵
詞
』「
日
本
の
絵
巻
2
」
24
頁　

懸
魚
部
分
を
拡
大
（
絵
巻
原
本
は
出
光
美
術
館
所
蔵
）

⒄
小
松1987

年
『
伴
大
納
言
絵
詞
』「
日
本
の
絵
巻
2
」　

24
頁　

会
昌
門
（
絵
巻
原
本
は
出
光
美
術
館
所
蔵
）

⒅
小
松
（1987

）

⒆
徐
光
冀
・
古
田
真
一
（2012

）
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⒇
小
松1991

年
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』「
続
日
本
の
絵
巻
15
」　

13
頁

㉑
小
松1988

年
『
東
征
伝
絵
巻
』
巻
三
「
日
本
の
絵
巻
15
」　

2
頁
、
56
頁

㉒
小
松1991

『
春
日
権
現
記
紀
』
上
巻
十　

64
頁
、
巻
十
一　

73
頁　

下
巻
巻
十
八　

31
頁

㉓
小
松1991

年
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』「
続
日
本
の
絵
巻
15
」 

13
頁　

懸
魚
部
分
を
拡
大
（
絵
巻
原
本
は
北
野
天
満
宮
蔵
）

㉔
小
松
（1987
）
小
松
（1991

）

㉕
室
町
時
代
後
期
写
し
『
義
経
奥
州
下
り
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〝
よ
り
す
ぐ
り
国
立
国
会
図
書
館　

第
1
部 

貴

重
書
と
古
典
籍
〟　https://dl.ndl.go.jp/ja/best.htm

l　

㉖
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
国
宝
当
麻
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書　

附
図
2
』
奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
存
課 1960　

図
面　

第
八
図

㉗
小
松1991

年
『
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）』「
続
日
本
の
絵
巻
15
」 　

31
頁

㉘
小
松1991

年
前
掲
書
、
31
頁
懸
魚
部
分
を
拡
大
（
絵
巻
原
本
は
北
野
天
満
宮
所
蔵
）

㉙
小
松
（1990

）

㉚
『
和
名
類
聚
抄
』
巻
十
・
居
処
部
第
十
三
・
居
宅
具
第
137
・
10
丁
表
1
行
目

㉛
法
隆
寺
国
宝
保
存
委
員
会
編
『
國
寳
法
隆
寺
金
堂
修
理
工
事
報
告
附
圖
』〔
国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物
修
理
工
事
報
告
書
集
成 

：
戦
前
期
，

補
完
５
；
５
〕
文
生
書
院2013　

 

57
頁　

第
60
図

㉜
青
柳
（2007

）
で
は
、
法
隆
寺
金
堂
・
五
重
塔
昭
和
修
理
の
方
針
策
定
に
あ
た
り
、
基
本
方
針
が
「
創
建
時
の
デ
ザ
イ
ン
再
現
」
か
ら
「
慶

長
期
修
理
前
」
に
復
元
へ
と
修
正
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
懸
魚
を
含
め
た
破
風
の
デ
ザ
イ
ン
も
創
建
当

初
の
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る

㉝
法
隆
寺
国
宝
保
存
委
員
会
編
『
國
寳
法
隆
寺
金
堂
修
理
工
事
報
告
附
圖
』〔
国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物
修
理
工
事
報
告
書
集
成 

：
戦
前
期
， 
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補
完
５
； 

５
〕
文
生
書
院2013　

 

242
頁　

第
791
図

㉞
法
隆
寺
玉
虫
厨
子
は
建
築
様
式
か
ら
見
て
飛
鳥
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
透
彫
り
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
装
飾
が
な
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
破
風
に
は
懸
魚
は
な
く
、
ま
た
痕
跡
も
な
か
っ
た
こ
と
が
、
大
野
敏
「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
厨
子 

― 

厨
子
の
建
築

的
研
究
古
代
編
―
」『
建
築
史
学
』
第
二
十
九
号
（
一
九
九
七
年
九
月
号
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

㉟
聖
徳
宗
中
宮
寺
〝
天
寿
国
曼
荼
羅
繍
帳
〟
聖
徳
宗
中
宮
寺　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.chuguji.jp/

㊱
飯
田
（1965
）

㊲
三
輪
・
宮
本
（1995
）

㊳
三
輪
・
宮
本
（1995
）

〔
参
考
文
献
〕

太
田 

博
太
郎
「
禪
宗
建
築
は
い
つ
傳
來
し
た
か
」『
日
本
建
築
學
會
論
文
集
』
42　

一
般
社
団
法
人 

日
本
建
築
学
会　

1951　

128
～
139
頁

横
山
秀
哉
『
禅
の
建
築
』
彰
国
社　

1967

小
松
茂
美　

編
集
『
日
本
の
絵
巻
』
中
央
公
論
社　

1987

小
松
茂
美　

編
集
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』「
日
本
の
絵
巻
3
」
中
央
公
論
社　

1987

小
松
茂
美　

編
集
『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
』「
続
日
本
の
絵
巻
10–

11
」 

中
央
公
論
社　

1990

小
松
茂
美　

編
集
『
続
日
本
の
絵
巻
』
中
央
公
論
社　

1991

徐
光
冀
（
総
監
修
）
古
田
真
一
（
監
修
・
訳
）『
中
国
出
土
壁
画
全
集
４
』
科
学
出
版
社
東
京　

2012　

180
頁 

171

青
柳 

憲
昌
「
法
隆
寺
金
堂
・
五
重
塔
昭
和
修
理
の
方
針
策
定
過
程
に
示
さ
れ
た
保
存
の
概
念
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』 

72 

（
613
）

275-282　

2007

飯
田 

瑞
穂　
「
天
寿
国
繍
帳
銘
を
め
ぐ
っ
て
」　
『
古
美
術 

』　

三
彩
社
（
11
）39-49, 1965-11
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三
輪 

嘉
六
・
宮
本 

長
二
郎　

編
集
『
家
形
は
に
わ
』N

o.348　
「
日
本
の
美
術
5
」
東
京 

至
文
堂　

1995
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